




主  論  文 
 
Suitability of Tartrate-Resistant Acid Phosphatase Type 5b as a Screening Marker for 




































研究に同意が得られた 462 名（男性 249 名、女性 213 名）を対象とした。対象者の平




















析では、TRAP-5b は、男性では BMI （β＝-0.005、p= 0.043）・TG（β=-0.097, p=0.016）・
ALP（β= 0.001, p= <0.001）と、女性では BAR（β=-0.47, p= 0.025）・BMI（β= -0.009, p= 
0.001）・Ca（β= -0.059, p= 0.039）・ALP（β=0.001, p=<0.001）と独立して有意に関連し
ていた。 
 






帰分析でも TRAP-5b は骨梁面積率と負に相関しており、TRAP-5b は閉経後の女性で
も骨粗鬆症の程度を反映すると考えられた。男性では、年齢によって TRAP-5b に差
はなかったが、65 歳以上の高齢男性では、TRAP-5b と骨梁面積率に相関があったと
の報告もある。本研究でも高齢者を対象としているが、年齢で補正した重回帰分析で
は TRAP-5b と骨梁面積率に相関がみられたものの、他の交絡因子で補正すると相関
が消失した。このことから、TRAP-5b は男性においては独立した骨梁面積率の指標
とはならないことが示唆された。 
TRAP-5b は測定変動が少なく、食事の影響や日内変動も少ないことなどから、特
に高齢女性では骨密度低下の指標として、有用なマーカーである可能性がある。 
 
 
